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八
五

願
海
編
著
・
冷
泉
為
恭
画
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
明
験
録
』

日
　
並
　
彩
　
乃

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
願
海
編
著
・
冷
泉
為
恭
画
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
明
験
録
』
を
取

り
上
げ
る
。
本
書
は
、
孝
明
天
皇
や
祐
宮
（
明
治
天
皇
）
の
安
穏
長
久
を
祈

祷
し
、「
勤
王
僧
」
と
呼
ば
れ
た
天
台
僧
大
行
満
願
海
（
一
八
二
三

－

一
八
七

三
）
が
陀
羅
尼
の
功
徳
を
和
漢
古
今
の
事
実
に
徴
し
て
証
明
し
、
布
教
を
意

図
し
た
版
本
で
あ
る
。
そ
し
て
、
挿
絵
を
担
当
し
た
冷
泉
為
恭
（
一
八
二
三

－

一
八
六
四
）
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
復
古
大
和
絵
の
絵
師
で
あ
る
。
為
恭
の

画
業
は
、
京
都
御
所
や
大
樹
寺
な
ど
の
大
規
模
な
障
壁
画
か
ら
小
さ
な
掛
幅

に
至
る
ま
で
の
数
々
の
や
ま
と
絵
作
品
と
、
願
海
の
た
め
の
多
く
の
仏
画
と

い
う
二
つ
の
領
域
を
跨
っ
た
絵
画
制
作
が
生
涯
並
行
し
て
い
た
。
二
人
の
心

情
に
は
温
度
差
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が（

（
（

、
と
も
か
く
願
海
に
と
っ
て

為
恭
は
、
古
画
に
対
す
る
深
い
知
識
を
用
い
て
、
自
身
の
復
古
と
尊
王
の
思

想
を
絵
画
化
す
る
こ
と
が
出
来
る
絵
師
で
あ
っ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。

　

筆
者
は
、
為
恭
の
仏
画
を
三
期
に
分
類
し
た（

（
（

。
高
山
寺
な
ど
に
出
入
り
し

古
画
の
模
写
を
盛
ん
に
行
っ
た
生
年
か
ら
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
頃
ま
で

が
第
Ⅰ
期
、
願
海
た
め
に
仏
画
を
制
作
し
た
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
頃
か

ら
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
頃
ま
で
が
第
Ⅱ
期
、
浪
士
の
襲
撃
を
受
け
て
願

海
が
住
職
を
務
め
る
紀
州
粉
河
寺
御
池
坊
へ
向
か
い
出
家
し
た
文
久
三
年
（
一

八
六
三
）
頃
か
ら
没
年
ま
で
が
第
Ⅲ
期
で
あ
る
。
為
恭
と
願
海
が
、
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
知
り
合
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

に
出
版
さ
れ
た
『
勘
発
菩
提
心
文
』
の
挿
絵
を
為
恭
が
担
当
し
た
こ
と
に
は

じ
ま
る
よ
う
だ
。『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
明
験
録
』
は
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五

四
）
十
月
に
発
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
願
海
に
出
会
っ
て
間
も
な
い
第
Ⅱ
期

の
は
じ
め
に
あ
た
る
。

　

為
恭
の
仏
画
に
関
す
る
研
究
は
少
な
く
、
本
書
に
関
し
て
も
、
書
名
が
登

場
す
る
ば
か
り
で
、
中
身
を
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
無
い
。
し
た
が
っ

て
本
稿
は
、
為
恭
の
仏
画
研
究
の
一
助
と
な
る
べ
く
、
挿
絵
に
注
目
し
な
が

ら
本
書
を
紹
介
し
た
い
。
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一　
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
明
験
録
』
の
概
要

　

陀
羅
尼
と
は
、
何
ら
か
の
効
果
を
願
っ
て
口
に
す
る
呪
文
の
こ
と
で
あ
る
。

短
い
も
の
を
真
言
、
長
い
も
の
を
陀
羅
尼
と
使
い
分
け
る
が
、
線
引
き
は
曖

昧
な
よ
う
だ（

（
（

。
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
は
、
尊
勝
仏
頂
に
捧
げ
ら
れ
た
陀
羅
尼
を

意
味
し
、
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
滅

罪
、
生
善
、
息
災
延
命
な
ど
の
現
世

利
益
が
得
ら
れ
る
。

　

本
書
は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）

に
刷
ら
れ
て
か
ら
七
五
年
を
経
て
、

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
再
刷
さ

れ
て
お
り
、
関
西
大
学
図
書
館
に
は

こ
の
二
種
類
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
同
図
書
館
で
の
呼
称
に

従
っ
て
、
原
刊
本
の
前
者
を
比
叡
山

常
楽
院
蔵
版
［
挿
図
1
］、
改
訂
増
補

の
後
者
を
高
山
寺
蔵
版
［
挿
図
2
］
と

記
載
す
る
。

　

ま
ず
は
、
所
蔵
か
ら
遡
っ
て
、
両

版
の
来
歴
を
検
討
す
る
。
比
叡
山
常

楽
院
蔵
版
に
は
、
上
・
中
・
下
す
べ

て
に
「
无
礙
菴
」「
岩
村
眞
道
」
の
二

つ
の
印
が
あ
り
、
両
者
と
も
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

「
无
礙
菴
」
は
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
学
者
で
あ
り
教
育
者
だ
っ
た

今
泉
雄
作
の
号
で
あ
る
。
東
京
美
術
学
校
教
授
、
帝
室
博
物
館
美
術
部
長
を

歴
任
し
、
日
本
古
美
術
の
鑑
識
に
長
じ
た
。
岩
村
真
道
の
人
物
像
に
つ
い
て

は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
上
巻
は
、
内
題
の
前
に
伝
教
大
使
御
歌
が
あ
る
た

め
、
二
種
類
の
印
の
位
置
が
ず
れ
て
い
る
。「
岩
村
眞
道
」
は
最
初
に
印
を
押

す
た
め
御
歌
の
前
の
表
紙
見
開
き
頁
に
あ
る
が
、「
无
礙
菴
」
は
内
題
の
下
と

最
終
頁
に
押
印
が
一
定
し
て
い
る
た
め
、
御
歌
の
後
に
あ
る
。
中
・
下
巻
を

確
認
す
る
と
、「
无
礙
菴
」
の
上
に
「
岩
村
眞
道
」
の
印
が
重
な
っ
て
い
る

［
挿
図
3
］
た
め
、
今
泉
雄
作
の
あ
と
に
岩
村
真
道
の
所
蔵
と
な
り
、
何
ら
か

の
過
程
を
経
て
、
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
高
山
寺
蔵
版
は
下
巻
最
終
頁
の
み
に
「
髙
山
寺
」
の
印
が
あ
る
［
挿

図
4
］。
再
版
の
事
情
に
関
し
て

は
、
付
属
し
て
い
る
外
箱
と
刊

行
趣
旨
、
進
呈
戦
箋
、
そ
し
て

高
山
寺
蔵
版
下
巻
の
み
に
あ
る

裏
票
の
印
に
詳
し
い
。
外
箱
に

は
「
京
都
府
下
相
楽
郡
瓶
原
村　

内
藤
虎
次
郎
様　

栂
尾
高
山
寺　

土
宜
覚
了　

代
佐
々
木
竹
苞
書

楼　

京
寺
町
姉
小
路
通
」
と
記

さ
れ
、「
書
留
小
包
」
の
判
が
あ

挿図 1 　『仏頂尊勝陀羅尼明験録』
比叡山常楽院蔵版

挿図 2 　『仏頂尊勝陀羅尼明験録』
高山寺蔵版

挿
図
4
　
高
山
寺
蔵
版
の
所
蔵
印

挿
図
3
　
比
叡
山
常
楽
院
蔵
版
の
所
蔵
印
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仏
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八
七

る
［
挿
図
5
］。
す
な
わ
ち
、
土
宜
覚
了
に
代
わ
り
、
京
都
の
佐
々
木
竹
苞
書

楼
が
内
藤
虎
次
郎
へ
本
書
を
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
内
藤
虎
次
郎
は
、『
日
本

人
』、『
大
阪
朝
日
新
聞
』
な
ど
の
編
集
や
論
説
で
活
躍
し
た
東
洋
史
学
者
の

内
藤
湖
南
と
同
一
人
物
と
推
測
さ
れ
る
。
竹
苞
書
楼
は
、
佐
々
木
惣
四
郎
に

よ
り
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）、
京
都
に
創
業
さ
れ
た
書
店
で
、
現
在
は
古
書

専
門
に
な
っ
て
い
る
。

　

刊
行
趣
旨
は
、
猪
熊
信
夫
に
よ
っ
て
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
四
月
に
書

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
願
海
の
収
蔵
本
の
奥
書
に
、
願
海
自
身
が

こ
の
版
木
を
高
山
寺
石
雲
院
に
奉
納
し
て
い
た
事
実
を
、
猪
熊
が
発
見
し
た
。

高
山
寺
は
、
願
海
に
と
っ
て
も
為
恭
に
と
っ
て
も
関
係
の
深
い
場
所
で
あ
る
。

為
恭
は
、
筆
者
が
分
類
す
る
仏
画
の
第
Ⅰ
期
に
、
高
山
寺
の
住
職
で
あ
っ
た

慧
友
の
も
と
を
訪
れ
て
仏
画
を
多
く
模
写
し
、
古
籍
に
親
し
ん
で
い
た
。
当

時
の
高
山
寺
は
古
画
古
籍
の
集
約
地
点
で
あ
っ
た
。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

か
ら
は
、
為
恭
の
勧
め
で
、
一
年
あ
ま
り
願
海
が
高
山
寺
石
雲
院
に
仮
寓
し

た
。
そ
の
様
子
を
、
幻
想
的
な
演
出
を
加
え
て
《
石
雲
清
事
》
に
し
て
い
る
。

願
海
が
奉
納
し
た
理
由
に
は
、

こ
の
よ
う
な
縁
が
あ
る
の
だ
ろ

う
。

　

猪
熊
が
こ
れ
を
発
見
し
た
と

き
、
運
命
的
に
も
、
二
年
後
の

高
山
寺
開
山
明
恵
上
人
七
百
年

遠
忌
の
た
め
の
諸
堂
修
理
事
業

が
は
じ
ま
り
、
願
海
と
為
恭
の
こ
と
が
世
に
知
ら
れ
、
為
恭
遺
筆
の
展
覧
会

が
相
次
い
で
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
寺
費
の
一
端
に
す
る
た
め
に
高

山
寺
と
相
談
の
上
、
古
典
出
版
の
経
験
が
多
い
竹
苞
書
楼
に
依
頼
し
て
、
刊

行
に
及
ん
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
為
恭
の
相
次
ぐ
展
覧
会
と

は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
八
）
恩
賜
京
都
博
物
館
「
大
和
絵
復
興
の
名
家
冷

泉
為
恭
画
蹟
展
観
」、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
恩
賜
京
都
博
物
館
「
―
復

古
大
和
絵
派
―
訥
言
・
一
蕙
・
為
恭
展
覧
会
」
な
ど
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
帝
国
化
す
る
社
会
背
景
と
政
治
的
意
図
に
よ
っ
て
、
復
古
大
和
絵
が
恣

意
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
拙
稿
で
論
じ
た（

（
（

。
猪
熊
は
こ
の
趨
勢
に
あ

っ
て
、
実
利
的
な
理
由
と
絡
め
て
出
版
に
持
ち
込
ん
だ
よ
う
だ
。
こ
れ
を
切

っ
掛
け
に
為
恭
へ
興
味
を
惹
か
れ
た
の
か
、
猪
熊
は
、
こ
の
後
に
為
恭
に
関

す
る
著
作
を
発
表
し
て
い
る（

（
（

。

　

刊
行
趣
旨
に
は
、
金
捨
八
圓
送
料
不
要
で
限
定
百
部
を
竹
笣
楼
が
販
売
し

て
い
た
と
も
あ
る
か
ら
、
外
箱
の
存
在
と
も
一
致
し
よ
う
。
高
山
寺
蔵
版
の

裏
表
紙
に
は
、「
昭
和
四
年　

内
藤
湖
南　

猪
熊
信
男　

加
藤
源
兵
衛　

佐
々

木
惣
四
郎　

土
宜
覺
了
」
と
印
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
は
再
版
に
尽
力
し

た
内
藤
湖
南
（
虎
次
郎
）
に
対
す
る
謹
呈
の
意
味
が
あ
る
。
出
版
の
際
に
高

山
寺
に
相
談
を
持
ち
掛
け
て
い
る
の
で
、
所
蔵
印
を
押
す
時
期
は
読
み
辛
い

が
、
こ
の
事
業
関
係
者
の
内
輪
の
や
り
取
り
が
垣
間
見
え
る
。

　

再
刷
に
あ
た
っ
て
は
、
紙
質
、
印
刷
、
題
箋
、
帙
、
紐
等
が
悉
く
原
本
に

忠
実
で
あ
る
よ
う
意
識
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
比
叡
山
常
楽
院

蔵
版
と
高
山
寺
蔵
版
は
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
相
違
点
も

挿図 5　高山寺蔵版の箱
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存
在
す
る
。
以
下
、
両
版
を
比
較
し
て
相
違
点
を
交
え
つ
つ
、
説
明
す
る
。

　

ま
ず
、
書
誌
に
つ
い
て
述
べ
る
。
上
・
中
・
下
の
三
巻
で
一
揃
え
に
な
る
。

一
丁
の
寸
法
は
、
い
ず
れ
も
縦
約
二
五
㎝
×
横
三
四
㎝
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

一
頁
の
横
は
一
七
㎝
に
な
る
。
半
紙
判
の
大
き
さ
を
横
に
二
つ
折
り
に
し
た

大
き
さ
に
該
当
す
る
の
で
、
江
戸
期
を
通
じ
て
最
も
標
準
的
な
半
紙
本
に
当

た
る
の
だ
ろ
う
。
表
紙
と
裏
表
紙
に
は
、
単
色
刷
り
で
朝
顔
ら
し
き
模
様
が
、

漂
う
よ
う
に
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
厚
手
の
紙
表
紙
で
、
前
後
の
表
紙
裏
に
は

本
文
と
同
じ
用
紙
を
一
枚
裏
付
け
し
て
い
る
。
四
方
共
に
折
り
込
ま
ず
、
切

っ
た
ま
ま
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
お
り
、
簡
略
的
な
切
り
付
け
表
紙
で

あ
る
。
比
叡
山
常
楽
院
蔵
版
の
表
紙
に
題
簽
は
無
く
、
中
巻
の
み
左
端
に
外

題
が
書
か
れ
て
い
る
。
色
褪
せ
、
所
々
に
虫
食
い
や
剥
落
が
あ
る
。
右
辺
の

二
か
所
を
房
紐
で
結
ん
だ
結
び
綴
じ
に
な
っ
て
い
る
。
関
西
大
学
図
書
館
の

書
誌
詳
細
に
は
「
大
和
綴
じ
」
と
登
録
さ
れ
て
い
る
。
中
野
三
敏
氏
に
よ
れ

ば（
（
（

、
こ
の
綴
じ
方
は
、
江
戸
期
に
入
る
と
専
ら
写
本
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
、
版
本
に
用
い
ら
れ
た
例
は
極
め
て
少
な
い
。
同
氏
が
知
る
数
少
な
い

例
の
傾
向
と
し
て
、
ご
く
初
期
の
謡
本
か
、
懺
法
、
声
明
、
和
讃
類
な
ど
の

実
用
的
な
仏
書
に
限
ら
れ
る
と
い
う
か
ら
、
興
味
を
惹
か
れ
る
。
江
戸
期
版

本
の
ほ
と
ん
ど
九
割
ま
で
は
、
中
国
の
「
線
装
本
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
「
袋

綴
じ
」
で
あ
る
と
い
う
。

　

次
に
、
書
籍
と
し
て
の
構
成
に
注
目
す
る
。
三
巻
と
も
に
見
返
し
も
扉
も

無
い
。
奥
付
は
下
巻
に
の
み
記
載
さ
れ
て
お
り
一
丁
半
の
分
量
を
と
る
［
挿

図
6
］。
引
用
し
た
和
歌
の
出
典
や
、
揮
毫
し
た
人
物
な
ど
細
か
に
記
載
さ
れ

て
お
り
、
願
海
の
勤
勉
な
性
格
が
窺
え
る
。
高
山
寺
蔵
版
に
は
、
最
後
に
願

海
の
漢
詩
が
半
面
追
加
さ
れ
て
い
る
。「
天
台
山
大
行
満
願
海
敬
記
」
と
し

て
、
囲
い
枠
の
中
に
「
右
以
件
板
奉
納
于
高
山
之
寺
石
水
院
宝
庫
畢
伏
願
如

通
遊
代
利
益
人
天　

安
政
丁
已
秋
月
石
雲
庵
掛
錫
中
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
下

に
お
そ
ら
く
願
海
の
朱
文
方
印
を
模
し
た
も
の
が
押
さ
れ
て
い
る
［
挿
図
7
］。

こ
れ
は
前
述
の
刊
行
趣
旨
の
中
で
、
猪
熊
が
見
つ
け
た
願
海
の
奥
書
そ
の
ま

ま
で
あ
る
。
外
題
の
書
き
手
は
、「
上
巻　

權
典
侍
局　

慶
子
御
」「
中
巻　

三

條
大
納
言
実
萬
卿
」「
下
巻　

五
條
参
議
為
定
卿
」
と
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

で
、
比
叡
山
常
楽
院
蔵
版
は
題
箋
を
紛
失
し
た
と
思
し
い
。
高
山
寺
蔵
版
は
、

比
叡
山
常
楽
院
蔵
版
の
奥
書
に
従
っ
て
再
現
し
た
の
だ
ろ
う
。
表
紙
の
左
端

に
二
重
枠
で
上
下
を
湾
曲
さ
せ
た
外
題
が
張
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
字
体
が
、

上
巻
は
草
書
、
中
・
下
巻
は
楷
書
と
違
い
が
あ
る
の
も
、
原
刊
を
意
識
し
て

挿図 6　比叡山常楽院蔵版下巻奥付

挿図 7　高山寺蔵版下巻奥付



願
海
編
著
・
冷
泉
為
恭
画
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
明
験
録
』

八
九

い
る
の
だ
ろ
う
。「
一
部
終
始
画
手
」
は
勿
論
「
蔵
人
所
衆
正
六
位
下
菅
原
為

恭
」
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
挿
絵
の
中
に
は
為
恭
の
弟
子
や
智
満
和
尚

も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
写
し
で
あ
る
た
め
、
一
部
終
始
と

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
三
人
同
心　

幹
此
善
事　

従
徳
餘
薫　

願
及
群
類　

俱
醒
大
夢　

同
登
仏
地
」
と
あ
る
。
こ
の
三
人
の
同
心
と
は
そ

の
あ
と
に
続
く
、「
霊
妙
房
亮
海　

真
言
房
亮
孝　

茨
城
方
行
」
で
あ
る
。
亮

海
は
願
海
の
弟
子
で
あ
る
。
名
前
の
響
き
か
ら
察
す
る
に
亮
孝
も
、
そ
う
で

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
興
味
深
い
の
は
、
よ
く
よ
く
観
察
す
れ
ば
、
三
人
目

の
茨
城
方
行
が
高
山
寺
蔵
版
で
は
削
り
取
ら
れ
て
、
不
自
然
な
空
間
が
空
い

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
再
刊
の
際
に
、
願
海
の
著
作
で
あ
る
こ
と
を
目
立
た

せ
る
た
め
に
、
彼
を
削
除
し
た
の
だ
ろ
う
か
。「
嘉
永
七
年
甲
寅
夏
五
月
」
に

刻
成
し
た
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
明
験
録
附
録　

嗣
出
」「
拾
遺
仏
頂
尊
勝
陀
羅

尼
明
験
録　

嗣
出
」
と
い
う
記
述
が
続
く
。
蔵
版
者
は
比
叡
山
常
楽
院
な
の

で
寺
院
版
に
あ
た
る
。

　

さ
ら
に
、
版
面
に
注
目
す
る
。
無
匡
郭
無
罫
で
、
欄
上
欄
脚
の
境
界
線
を

引
く
。
上
欄
の
内
側
二
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
横
線
を
引
い
て
註
を
加
え
て
い

る
。
こ
の
眉
標
は
挿
絵
を
説
明
す
る
本
文
に
対
応
し
て
い
る
。
柱
に
は
巻
数

と
丁
付
け
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
頭
注
に
加
え
て
、
小
字
双
行
の
割
注
も

併
用
す
る
。
の
ど
に
は
毎
頁
、
異
な
る
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
寄
進
者
名

だ
ろ
う
か
。
高
山
寺
蔵
版
の
刊
行
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
下
巻
の
渡
唐
天
神
だ
け

は
版
木
を
欠
い
て
い
た
の
で
、
六
角
街
の
法
衣
商
、
藤
源
主
人
の
特
志
に
よ

っ
て
新
た
に
版
木
を
修
復
し
完
成
し
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
藤
源
主
人
の
祖

父
源
右
衛
門
は
、
願
海
の
た
め
に
製
本
の
費
用
を
施
入
し
た
ら
し
い
の
で
、

比
叡
山
常
楽
院
蔵
版
下
巻
奥
付
の
枠
囲
い
さ
れ
た
「
奉
施
入
白
銀
拾
枚
助
刻　

仏
頂
尊
勝
明
験
記
所
願　

釈
浄
源　

釈
妙
源　

及
祖
先
諸
霛　

増
進
仏
果
圓

萬
卍
徳
乃
至　

六
趣
同
生
楽
国　

施
主
藤
原
敬
白
」
と
同
一
人
物
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
再
刊
の
際
に
「
藤
源
」
の
子
孫
を
頼
っ
た
よ
う
だ
。

　

そ
し
て
、
本
文
の
構
成
要
素
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
上
巻
は
、
天
台

根
本
伝
教
大
師
御
歌
の
題
字
に
始
ま
る
。
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
五
月
に

為
恭
が
行
成
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
書
体
を
再
現
し
て
い
る
。
上
巻
巻
頭

の
古
歌
二
首
は
「
集
權
大
納
言
行
成
卿
書
」
と
「
東
坊
城
大
納
言
聡
長
卿
」

な
の
で
、
こ
れ
も
奥
書
と
一
致
す
る
。
高
山
寺
蔵
版
は
、
こ
の
あ
と
に
「
慈

鎮
和
尚
和
歌
」
の
版
面
が
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
奥
書
に
「
古
歌
一
首　

魚
山
普
賢
院
前
主
宗
淵
僧
都
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
叡
山
常
楽
院

蔵
版
に
は
存
在
し
な
い
た
め
落
丁
と
判
断
し
、
よ
り
正
確
に
再
現
す
る
た
め

に
再
版
時
に
付
け
加
え
た
の
だ
ろ
う
。
続
い
て
、
東
坊
城
大
納
言
聡
長
卿
が

後
述
の
⑪
と
同
じ
日
蔵
上
人
和
歌
を
揮
毫
し
て
お
り
、
こ
の
丁
だ
け
有
罫
で

あ
る
。
不
自
然
に
も
有
罫
線
し
か
な
い
半
丁
を
空
け
て
、
序
や
凡
例
、
目
録

も
な
い
ま
ま
に
、
本
文
の
首
に
内
題
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
明
験
録
巻
之
上
」

が
あ
り
、
次
行
に
編
集
の
「
叡
山
大
行
満
常
楽
院
沙
門
願
海
」
と
記
さ
れ
る
。

巻
末
は
尾
題
「
尊
勝
咒
明
験
上
」
で
締
め
く
く
る
。
内
題
と
尾
題
で
書
名
は

一
致
し
て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
は
中
下
巻
に
お
い
て
も
定
型
と
な
っ
て
い
る
。

中
巻
は
本
文
の
み
で
あ
る
。
下
巻
は
本
文
の
あ
と
に
、
四
丁
に
及
ぶ
王
法
仏

法
の
節
を
筆
録
し
、
慈
本
に
よ
る
他
跋
「
賜
襴
衫
記
」
を
自
筆
刻
で
載
せ
、



九
〇

白
文
方
印
と
朱
文
方
印
を
添
え
る
。
そ
れ
に
対
す
る
願
海
の
説
明
と
朱
文
方

印
が
あ
る
。
半
丁
に
後
述
の
㉘
渡
唐
天
神
図
と
漢
詩
を
載
せ
る
。
奥
付
の
「
附

録 
集
菅
聖
書
」
は
こ
れ
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
三
巻
の
著
述
内
容
の
大
略
を
示
し
て
お
く
。
三
巻
と
も
に
、
既

存
の
仏
教
説
話
集
か
ら
西
域
、
唐
土
、
日
本
の
陀
羅
尼
に
関
す
る
奇
譚
を
願

海
が
集
め
て
編
集
し
た
選
集
で
あ
る
。
和
漢
混
交
体
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

原
典
に
倣
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
句
点
、
所
々
に
振
り
仮
名
、
漢
文
の
箇

所
に
は
字
句
の
右
側
に
付
訓
を
伴
う
。
陀
羅
尼
に
関
す
る
碑
や
仏
塔
な
ど
も

紹
介
す
る
。
上
巻
は
、
尊
勝
陀
羅
尼
の
誕
生
と
そ
の
功
徳
、
そ
れ
が
高
僧
に

よ
っ
て
日
本
に
齎
さ
れ
、
鎮
護
国
家
と
い
う
大
願
の
た
め
に
陀
羅
尼
を
布
教

し
千
日
回
峰
を
成
し
遂
げ
た
願
海
自
身
が
そ
の
高
僧
に
名
を
連
ね
る
よ
う
に
、

歴
史
的
順
序
で
逸
話
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
千
日
回
峰
と
は
、
比
叡
山
を
代

表
す
る
修
行
で
、
比
叡
山
の
峯
々
を
一
日
三
十
キ
ロ
以
上
歩
き
巡
っ
た
り
、

断
食
し
て
念
踊
修
法
に
専
念
し
た
り
、
京
都
中
の
神
社
仏
閣
を
参
拝
す
る
た

め
一
日
八
十
キ
ロ
余
り
も
歩
く
と
い
う
苦
行
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
修
行
を

千
日
行
う
と
満
行
と
な
り
、
そ
れ
を
達
成
す
る
と
大
行
満
大
阿
闍
梨
と
呼
ば

れ
、
特
に
尊
敬
さ
れ
た
。
中
巻
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
特
徴
は
な
く
、
説
話
の

抜
粋
が
並
ん
で
い
る
。
下
巻
で
元
寇
に
関
す
る
記
述
が
全
体
の
約
四
分
の
一

を
占
め
て
い
る
の
は
、
出
版
当
時
の
幕
末
の
社
会
背
景
が
影
響
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
ほ
か
の
逸
話
が
ひ
と
つ
の
出
典
に
拠
る
の
に
対
し
て
、『
蛍
縄

抄
』、『
増
鏡
』、『
善
隣
国
宝
記
』、『
神
皇
正
統
記
』、『
日
本
古
記
』、『
元
亨

釈
書
』
な
ど
の
記
述
を
並
べ
て
い
る
。
文
献
調
査
に
よ
り
歴
史
的
事
実
を
見

極
め
よ
う
と
す
る
意
識
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
あ
と
は
、
や
は
り
、
説
話
集
や

経
典
か
ら
陀
羅
尼
に
関
す
る
箇
所
を
抜
粋
し
て
記
載
し
て
い
る
。

二　

挿
絵
の
考
察

　

冷
泉
為
恭
の
仏
画
研
究
の
観
点
か
ら
、
本
稿
は
挿
絵
に
注
目
す
る
。
上
巻

に
八
枚
（
①
～
⑧
）、
中
巻
に
十
一
枚
（
⑨
～
⑲
）、
下
巻
に
九
枚
（
⑳
～
㉘
）

あ
る
の
で
、
全
部
で
二
八
枚
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
逸
話
の
内
容
と
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
挿
絵
を
紹
介
す
る
。

①
　�

善
住
天
子
快
楽
之
処
忽
聞
空

中
之
聲
之
図
［
挿
図
8
］

　

あ
る
と
き
忉
利
天
の
善
法
堂
会
に
善

住
と
い
う
天
子
が
い
た
。
多
く
の
天
女

と
共
に
、
楽
園
で
楽
し
く
暮
ら
し
、
天

人
の
果
報
を
享
受
し
て
い
た
が
、
あ
る

夜
、
天
よ
り
声
が
あ
り
、
善
住
は
七
日

の
う
ち
に
命
終
し
、
そ
の
後
は
畜
生
道

に
七
回
輪
廻
し
、
地
獄
に
落
ち
る
と
い

わ
れ
た
。
善
住
は
畏
れ
て
、
忉
利
天
の

主
で
あ
る
帝
釈
天
に
、
こ
れ
を
伝
え
た
。

帝
釈
天
は
善
住
を
憐
れ
み
、
こ
れ
を
救

う
の
は
釈
迦
し
か
い
な
い
と
教
え
た
。

挿図 8　善住天子快楽之処忽聞空中之聲之図



願
海
編
著
・
冷
泉
為
恭
画
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
明
験
録
』

九
一

祇
園
精
舎
に
行
き
、
釈
迦
に
滅
罪
の
法
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
仏
頂
尊
勝
と
い

う
陀
羅
尼
を
説
い
た
。
こ
れ
を
唱
え
て
信
仰
す
れ
ば
、
直
ち
に
悪
業
を
滅
し
、

輪
廻
を
離
れ
、
清
ら
か
な
場
所
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
長
寿
を
得
る
と
諭
し
た

の
で
あ
る
。

　

本
図
は
、
善
住
天
子
の
豪
華
な
邸
宅
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
一
丁
半
に
展
開

し
て
い
る
。
三
頁
目
の
廊
下
か
ら
美
し
い
天
女
た
ち
が
食
事
を
運
び
込
む
。

善
住
の
そ
ば
の
美
女
ら
は
談
笑
し
て
い
る
が
、
善
住
は
ふ
と
空
中
の
声
に
気

づ
き
、
虚
空
を
見
上
げ
な
が
ら
訝
し
げ
な
表
情
を
し
て
い
る
。
庭
に
は
中
国

風
の
奇
石
が
太
い
筆
致
で
描
か
れ
て
い
る
。

　

願
海
が
信
望
す
る
『
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
の
誕
生
を
記
し
た
記
念
碑
的
物
語

で
あ
る
。『
真
言
鉱
石
集
』
よ
り
引
用
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
に

は
こ
の
物
語
に
関
す
る
記
述
は
短
く
、
こ
の
挿
絵
の
情
景
が
詳
し
く
説
明
さ

れ
て
は
い
な
い
。

②
　
文
殊
化
現
勧
弘
尊
勝
利
益
群
生
之
相
［
挿
図
9
］

　

同
じ
く
『
真
言
鉱
石
集
』
を
出
典
と
し
て
、
善
住
天
子
の
直
後
に
書
か
れ

た
文
章
を
絵
画
化
し
て
い
る
。
こ
の
『
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
を
、
文
殊
菩
薩
の

導
き
に
よ
り
、
北
天
竺
か
ら
中
国
五
台
山
へ
招
来
し
た
仏
陀
波
利
の
物
語
で

あ
る
。

　

本
図
は
、
山
頂
に
向
か
っ
て
礼
拝
を
し
て
い
る
仏
陀
波
利
の
前
に
、
老
人

に
扮
し
た
文
殊
菩
薩
が
現
れ
、
バ
ラ
モ
ン
語
で
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
を

中
国
に
広
め
、
救
済
す
る
よ
う
伝
え
る
場
面
で
あ
る
。
背
景
は
一
切
な
く
、

三
人
だ
け
が
描
か
れ
る
の
は
、
非

日
常
的
な
空
間
を
想
起
さ
せ
る
た

め
で
あ
ろ
う
か
。
物
語
に
は
彼
ら

の
服
装
や
背
景
を
説
明
す
る
記
述

は
な
い
。
化
現
し
た
文
殊
菩
薩
に

関
し
て
も
「
老
翁
」
と
し
か
記
載

が
な
い
が
、
木
の
葉
や
藁
を
身
に

纏
い
、
髭
を
長
く
伸
ば
し
た
仙
人

風
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
視
線

の
先
に
は
、
精
悍
な
顔
立
ち
で
、

右
手
に
数
珠
、
左
手
に
杖
を
も
つ

仏
陀
玻
利
が
堂
々
と
し
た
様
子
で
描
か
れ
る
。
後
ろ
に
控
え
る
の
は
お
供
で

あ
ろ
う
。
旅
装
束
の
童
子
で
あ
る
。
①
と
②
は
該
当
文
章
か
ら
、
か
な
り
離

れ
た
と
こ
ろ
に
挿
絵
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

③
　
冥
官
得
益
之
図
［
挿
図
10
］

　

栄
海
僧
正
『
真
言
伝
』
に
拠
る
。
昔
、
中
国
の
王
少
府
と
い
う
人
が
夢
の

中
で
梵
僧
か
ら
尊
勝
陀
羅
尼
を
授
か
り
、
毎
日
唱
え
て
い
た
。
あ
る
と
き
王

少
府
は
急
死
し
た
が
、
七
日
後
に
不
思
議
と
蘇
生
し
、
冥
土
で
の
経
験
を
以

下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　

あ
の
世
で
は
、
た
ち
ま
ち
二
人
の
使
者
が
や
っ
て
き
て
、
彼
ら
と
共
に
十

数
里
の
道
を
歩
い
た
。
一
本
の
大
木
が
あ
り
、
そ
こ
で
休
憩
す
る
こ
と
に
な 挿図 9　文殊化現勧弘尊勝利益群生之相



九
二

っ
た
。
王
少
府
は
計
ら
ず
も
、
そ

こ
で
瞑
目
し
て
尊
勝
陀
羅
尼
を
二

一
遍
ば
か
り
唱
え
た
。
目
を
開
く

と
、
使
者
が
掻
き
消
え
て
い
た
。

今
度
は
四
人
の
使
者
が
や
っ
て
来

て
、
王
少
府
が
唱
え
た
尊
勝
陀
羅

尼
に
よ
り
先
の
二
人
は
天
上
界
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
、
自
身
に
も
唱
え

て
ほ
し
い
と
言
う
。
そ
こ
で
、
同
じ
よ
う
に
唱
え
て
や
る
と
、
同
様
の
こ
と

が
起
き
た
。
こ
の
よ
う
に
冥
土
の
住
人
を
救
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
た
ら
、

閻
魔
大
王
が
や
っ
て
来
て
、
現
世
に
戻
さ
れ
た
。

　

本
図
は
、
台
座
に
座
り
目
を
閉
じ
て
陀
羅
尼
を
唱
え
て
い
る
王
少
府
を
正

面
か
ら
描
い
て
い
る
。
画
面
左
上
の
ぼ
ん
や
り
描
か
れ
た
雲
の
上
の
人
物
は
、

こ
の
功
徳
に
よ
り
生
ま
れ
変
わ
っ
た
人
物
ら
を
象
徴
す
る
。

　
　
④
　�

東
大
寺
二
月
堂
所
蔵
尊
勝
陀
羅
尼
図
撮
大
概
［
挿
図
11
］

　

②
で
仏
陀
波
利
が
中
国
へ
伝
来
し
た

『
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
を
日
本
に
招
来
し
た

の
が
弘
法
大
師
で
あ
る
。
本
図
に
つ
い

て
は
、
後
述
す
る
㉗
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼

碑
文
に
記
述
が
あ
る
。
空
海
は
世
の
衆

生
を
救
う
た
め
、
日
本
に
渡
来
し
た
こ

の
陀
羅
尼
を
輪
の
形
に
書
き
写
し
、
板

に
刻
み
東
大
寺
二
月
堂
に
安
置
し
た
。
二
月
堂
が
焼
け
た
と
き
、
こ
の
板
は

裏
が
焦
げ
た
だ
け
で
無
事
だ
っ
た
。
本
図
は
そ
の
大
概
で
あ
る
。

⑤
　
御
産
平
安
皇
子
誕
生
之
図
様
［
挿
図
12
］

　
『
真
言
伝
』
に
拠
る
。
真
雅
僧
正
は
、
空
海
の
弟
で
、
十
大
弟
子
の
一
人
で

も
あ
る
。
清
和
天
皇
の
誕
生
以
来
の
護
持
僧
で
、
天
皇
と
そ
の
外
祖
父
藤
原

良
房
か
ら
厚
い
信
任
を
得
た
。
真
雅
は
親
王
生
誕
か
ら
貞
観
一
六
年
（
八
七

四
）
ま
で
二
四
年
間
、
常
に
侍
し
て
聖
体
を
護
持
し
た
。

　

本
図
は
、
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
に
、
右
大
臣
藤
原
良
房
の
娘
明
子
が
、

の
ち
に
清
和
天
皇
と
な
る
惟
仁
親
王
を
生
む
際
に
、
真
雅
が
祈
祷
を
行
っ
た

結
果
、
無
事
に
生
誕
し
た
場
面
で
あ
る
。
や
ま
と
絵
に
伝
統
的
な
吹
抜
屋
台

で
描
か
れ
る
。
画
面
右
の
衝
立
の
向
こ
う
に
険
し
い
表
情
で
座
る
の
が
真
雅

で
あ
る
。
襖
を
開
け
た
侍
女
が
皇
子

の
生
誕
を
告
げ
に
来
た
の
だ
ろ
う
。

穏
や
か
な
表
情
で
手
招
き
す
る
。
画

面
左
に
は
赤
子
を
抱
く
老
女
が
い
る
。

そ
の
周
り
で
侍
女
ら
が
産
後
の
手
当

て
を
し
て
い
る
。
壁
を
隔
て
て
、
前

景
に
は
弓
を
持
つ
随
身
と
思
し
い
二

名
が
顔
を
見
合
わ
せ
て
い
る
。
全
体

の
構
図
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

京
都
御
所
襖
絵
《
清
涼
殿
更
衣
図
》

挿図10　冥官得益之図

挿図11　�東大寺二月堂所蔵尊
勝陀羅尼図撮大概

挿図12　御産平安皇子誕生之図様



願
海
編
著
・
冷
泉
為
恭
画
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
明
験
録
』

九
三

に
よ
く
似
て
い
る
。

⑥
　
相
応
和
尚
持
物
鈴
杵
数
珠
草
鞋
之
図
［
挿
図
13
］

　

平
安
時
代
前
期
の
天
台
宗
の
僧
相
応
の
伝
記
で
あ
る
『
天
台
南
山
無
動
寺

建
立
和
尚
伝
』
に
拠
る
。『
相
応
和
尚
伝
』
と
も
称
す
る
。
本
書
は
相
応
の
伝

記
史
料
の
な
か
で
最
も
詳
細
で
あ
る
う
え
、
相
応
の
没
後
間
も
な
い
時
期
に

成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
相
応
の
伝
記
の
根
本
史
料
と
さ
れ
て
い

る
。
相
応
は
、
葛
川
明
王
院
や
無
動
寺
を
創
建
し
た
こ
と
か
ら
建
立
大
師
と

称
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
相
応
和
尚
が
登
場
す
る
の
は
、
天
台
修
験
の
千
日

回
峰
行
を
創
始
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

本
図
は
、
染
殿
皇
后
に
憑
い
た
天
狗
を
調
伏
す
る
話
に
由
来
す
る
。
こ
の

話
の
中
で
、
和
尚
は
貧
し
い
身
な
り
を
し
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
霊
験
を
怪

し
ま
れ
る
場
面
が
あ
る
。
そ
の
時
に
身
に
付
け
て
い
た
の
が
、
数
珠
と
草
鞋

で
あ
っ
た
。
為
恭
は
、
安
政
二
年
（
一

八
五
五
）
に
同
画
題
の
《
相
応
和
尚
染

殿
皇
后
御
加
持
図
》（
比
叡
山
延
暦
寺

蔵
）
を
描
い
て
い
る
。
鈴
杵
の
図
の
右

下
が
不
自
然
に
欠
け
て
い
る
の
は
、
参

考
に
し
た
本
に
剥
落
か
破
れ
が
あ
っ
た

た
め
と
推
測
で
き
る
。
鈴
杵
に
関
す
る

記
述
は
な
い
が
、
祈
祷
を
象
徴
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑦
　�

四
峯
行
者
取
用
之
具
　
檜
庁
織
成
之
笠
　
巻
舒
之
様
　
袈
裟
之
製
　

坂
浄
衣
並
帯
　
袴
之
前
後
　
草
鞋
之
様
［
挿
図
14
］

　
『
北
嶺
行
門
記
』
は
、
千
日
回
峰
の

由
来
や
目
的
、
方
法
を
伝
え
る
指
南

書
で
あ
る
。
本
図
は
、
必
要
な
道
具

を
二
丁
半
に
わ
た
っ
て
絵
入
で
解
説

し
て
い
る
。
寸
法
や
色
味
ま
で
細
か

く
書
き
込
ま
れ
、
現
実
味
が
あ
る
。

こ
の
説
明
を
終
え
た
後
に
、
願
海
自

身
が
鎮
護
国
家
の
大
願
成
就
の
た

め
、
不
惜
身
命
で
こ
れ
に
挑
み
、
見

事
大
行
満
と
な
っ
た
こ
と
を
付
け
加

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
一
月
に
は
、

回
峯
行
満
行
の
先
例
に
倣
っ
て
、
孝

明
天
皇
お
よ
び
皇
子
た
め
の
加
持
を

行
っ
た
こ
と
も
書
い
て
あ
る
。
満
行

者
は
京
都
御
所
に
土
足
参
内
し
、
加

持
祈
祷
を
行
う
。
京
都
御
所
内
は
土

足
厳
禁
で
あ
る
が
、
満
行
者
の
み
許

さ
れ
る
。
回
峰
行
を
創
始
し
た
相
応

和
尚
が
草
鞋
履
き
で
参
内
し
た
と
こ

ろ
文
徳
天
皇
の
女
御
の
病
気
が
快
癒

挿図13　相応和尚持物鈴杵数珠草鞋之図

挿図14　四峯行者取用之具　檜庁織成之笠　巻舒之様　袈裟之製　坂浄衣並帯　袴之
前後　草鞋之様



九
四

し
た
か
ら
で
あ
る
と
も
、
清
和
天
皇
の
后
の
病
気
平
癒
祈
祷
で
草
履
履
き
の

ま
ま
参
内
し
た
か
ら
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
業
績
は
、
願
海
に

と
っ
て
己
の
信
心
を
証
明
す
る
重
要
な
証
左
で
あ
る
た
め
、《
願
海
阿
闍
梨

像
》《
忘
形
見
絵
巻
》
な
ど
に
記
念
碑
的
出
来
事
と
し
て
繰
り
返
し
登
場
す

る
。

⑧
　
比
叡
山
相
輪
橖
之
図
［
挿
図
15
］

　
『
四
箇
大
寺
古
今
伝
記
拾
要
新
書　

延
暦
寺
帙
』
か
ら
比
叡
山
相
輪
橖
之
図

を
写
し
て
い
る
。
延
暦
寺
相
輪
橖
は
、
現
在
も
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
再
建
さ
れ
た
。
橖
正
面
に
は
平
安
時
代
以
来

刻
ま
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
弘
仁
十
一
年
（
八
二
〇
）
最
澄
撰
の
銘
文
が

刻
ま
れ
て
お
り
、
本
書
の
記
述
と
一
致
し
て
い
る
。
塔
内
に
は
諸
経
が
奉
納

さ
れ
て
お
り
、
本
書
に
そ
れ
を
列
挙
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
仏
頂
尊
勝
陀

羅
尼
経　

一
巻
」
も
含
ま

れ
て
い
る
。「
恭
法
拝
写
」

と
あ
る
の
で
、
名
前
か
ら

類
推
す
れ
ば
、
の
ち
に
登

場
す
る
恭
義
と
同
じ
く
、

為
恭
の
弟
子
が
描
い
た
も

の
か
も
し
れ
な
い
。

⑨
　
豊
楽
院
祈
雨
之
図
［
挿
図
16
］

　
『
尊
意
僧
正
別
伝
』
に
拠
る
。
延
長

三
年
（
九
二
五
）
夏
、
ひ
ど
い
旱
魃

で
あ
っ
た
。
大
納
言
藤
原
朝
臣
清
貫

の
勅
旨
に
よ
り
、
尊
意
大
法
師
は
、

延
暦
寺
で
甘
雨
の
法
を
命
じ
ら
れ
た
。

尊
意
は
六
名
の
僧
を
引
率
し
て
仏
頂

尊
勝
法
を
奉
修
し
た
。
六
日
目
の
朝
、

尊
意
は
夢
に
四
大
龍
王
示
現
の
想
を

感
じ
、
七
日
目
の
正
午
に
は
東
南
の

隅
か
ら
ひ
と
か
た
ま
り
の
雲
が
北
を

指
し
て
、
い
よ
い
よ
大
き
く
な
る
や
突
然
雨
が
降
っ
た
。
尊
勝
の
秘
法
の
興

隆
は
こ
こ
に
始
ま
っ
た
。

　

本
図
は
、
御
所
豊
楽
院
を
正
面
か
ら
描
く
。
画
面
中
央
で
ひ
と
り
護
摩
壇

の
前
に
座
る
の
が
尊
意
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
ろ
に
僧
が
横
並
び
に
坐
っ
て
い

る
。
そ
の
後
ろ
で
修
法
を
見
守
る
公
家
の
一
人
が
雨
に
気
づ
い
た
の
か
、
振

り
返
っ
て
い
る
。

⑩
　
地
獄
槯
破
之
相
［
挿
図
17
］

　
『
日
蔵
上
人
感
夢
記
』
と
は
『
日
蔵
夢
記
』
を
指
す
か
。『
日
蔵
夢
記
』
と

は
、
僧
道
賢
が
吉
野
の
金
峯
山
で
修
行
中
、
仮
死
状
態
に
陥
り
、
蔵
王
菩
薩

の
案
内
で
異
界
巡
り
を
し
、
宇
多
法
王
、
醍
醐
天
皇
、
菅
原
道
真
の
化
身
で

挿図15　比叡山相輪橖之図

挿図16　豊楽院祈雨之図



願
海
編
著
・
冷
泉
為
恭
画
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
明
験
録
』

九
五

あ
る
太
政
威
徳
天
な
ど
に
会
う
と
い
う
、
天
神
伝
説
の
最
古
の
文
献
の
一
つ

で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
天
慶
四
年
（
九
四
一
）『
扶
桑
略
記
』
第
二
五
「
道
賢

上
人
冥
途
記
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、『
日
蔵
夢
記
』
は
そ
の
原
型
で

あ
る
。
こ
の
後
、
日
蔵
は
金
剛
蔵
王
の
神
通
力
に
よ
っ
て
閻
魔
王
界
に
行
き
、

王
の
使
い
の
導
き
で
地
獄
を
巡
る
が
，
そ
の
ひ
と
つ
の
鉄
窟
苦
所
に
お
い
て

延
喜
王
、
す
な
わ
ち
醍
醐
天
皇
と
三
人
の
家
臣
が
赤
い
灰
の
上
に
蹲
っ
て
い

る
の
を
見
た
。
天
皇
は
日
蔵
に
自
分
の
苦
を
救
う
た
め
の
善
根
を
願
っ
た
。

さ
ら
に
、
日
蔵
は
金
剛
蔵
王
か
ら
、
延
喜
十
四
年
（
九
一
四
）
の
京
都
の
大

火
、
同
十
七
年
の
東
大
寺
・
同
二
十
一
年
の
崇
福
寺
・
延
長
三
年
（
九
二
五
）

法
隆
寺
火
災
、
承
平
五
年
（
九
七
五
）
延
暦
寺
火
災
、
平
将
門
の
乱
、
奥
州

の
阿
部
貞
任
・
宗
任
の
反
乱
、
源
平
の
争
い
、
長
承
・
養
和
の
飢
饉
、
文
治

元
年
（
一
一
八
五
）
大
地
震
、
同
五
年
の
大
風
、
建
久
の
洪
水
な
ど
の
災
難

は
、
全
て
自
分
の
眷
属
の
働
き
に
よ
る
も
の
と
説
明
さ
れ
た
あ
と
に
蘇
生
す

る
。
道
賢
は
金
剛
蔵
王
菩
薩
の
教
え

に
よ
っ
て
日
蔵
と
名
を
変
え
る
。

　

見
開
き
の
左
頁
に
燃
え
盛
る
炎
の

中
で
煮
え
滾
る
鍋
が
大
き
く
描
か
れ

る
。
中
に
は
救
済
を
求
め
る
人
物
が

い
る
。
画
面
右
に
立
つ
道
賢
は
目
を

閉
じ
て
印
を
組
み
、
念
じ
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
、
窯
が
割
れ
て
、
湯
が

零
れ
た
重
み
で
斜
め
に
な
る
。
そ
の

傍
に
蓮
の
上
に
載
っ
た
童
子
ら
が
現
れ
る
。
画
面
右
の
炎
に
包
ま
れ
た
扉
は
、

地
獄
の
門
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
文
脈
の
続
き
と
し
て
、
⑪
の
和
歌
が
来
る
。

⑪
　
日
蔵
上
人
和
歌
の
芦
手
絵
［
挿
図
18
］

　
『
新
古
今
和
歌
集　

釈
教
』
よ
り
、「
み
た
け
の
笙
の
い
は
や
に
こ
も
り
て

よ
め
る　

日
蔵
上
人　

寂
寞
の
古
け
の
岩
戸
の
志
づ
け
き
に
涙
乃
雨
の
の
ふ

ら
ぬ
日
ぞ
な
き
」
を
引
用
す
る
。
苔
の
は
え
た
こ
の
岩
窟
が
、『
法
華
経
』
法

師
品
「
若
説
法
之
人
、
独
在
空
閑
処
、
寂
寞
無
人
声
、
読
誦
此
経
典
、
我
爾

時
為
現
、
清
浄
光
明
身
」
と
い
う
経
文
そ
の
ま
ま
に
、
ひ
っ
そ
り
と
静
か
な

の
で
、
涙
が
雨
の
よ
う
に
降
ら
な
い
日
は
な
い
。
御
岳
の
笙
の
岩
屋
と
は
、

大
和
国
大
峰
の
行
場
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
深
い
宗
教
的
感
激
の
あ
ま
り
に

流
す
涙
を
雨
に
見
立
て
て
い
る
。

　
「
古
人
芦
手　

原
本
不
知
何
処
所
蔵　

菅
原
為
恭
蔵
其
摸
本
」
と
記
し
て

か
ら
、
本
図
が
あ
る
の
で
、
原
本
は
所
蔵
不
明
だ
が
、
為
恭
が
蔵
す
る
摸
本

を
写
し
た
と
わ
か
る
。
和
歌
を
芦
手
で
画
面
左
右
に
配
し
、
岩
窟
に
見
立
て

た
文
字
の
間
に
日
蔵
上
人
が
合
掌

し
て
坐
す
。
略
画
風
の
筆
致
で
描

か
れ
た
上
人
の
手
元
に
は
祭
壇
ら

し
き
も
の
が
あ
り
、
歌
意
を
図
像

化
し
て
い
る
。

　

日
蔵
上
人
は
、
天
慶
四
年
（
九

四
一
）
秋
、
こ
こ
で
苦
行
中
に
頓

挿図17　地獄槯破之相

挿
図
18
　
日
蔵
上
人
和
歌
の
芦
手
絵



九
六

死
し
、
⑩
で
語
っ
た
よ
う
に
六
道
を
め
ぐ
り
蘇
生
す
る
。
そ
の
筆
法
は
《
沙

石
集
強
盗
法
師
図
》《
摂
取
引
接
図
》
な
ど
の
略
画
風
の
仏
教
絵
画
に
通
じ

る
。

⑫
　
陽
勝
仙
人
来
聴
誦
咒
聲
之
図
［
挿
図
19
］

　
『
真
言
伝
』
に
拠
る
。
浄
観
僧
正
と
い
う
人
が
い
た
。
常
の
勤
行
で
、
夜
に

な
る
と
尊
勝
陀
羅
尼
を
終
夜
誦
え
て
い
た
。
あ
る
日
、
陽
勝
仙
人
が
、
こ
の

僧
が
い
る
房
の
上
を
飛
ん
で
い
る
と
、
こ
れ
が
聞
こ
え
て
き
た
。
そ
の
貴
い

声
に
強
く
惹
か
れ
、
房
の
前
の
椙
の
木
に
と
ま
っ
て
聞
い
て
い
た
。
そ
の
う

ち
、
い
よ
い
よ
有
り
難
く
感
じ
ら
れ
た
の
で
、
木
か
ら
下
り
て
房
の
高
蘭
に

座
っ
た
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
浄
観
は
、
陽
勝
を
部
屋
の
中
に
呼
び
入
れ
、
終

日
色
々
と
話
あ
っ
た
。
明
け
方
に
な
り
、
陽
勝
は
帰
ろ
う
と
し
た
が
、
人
間

界
の
気
に
触
れ
て
身
体
が
重
く
な
っ
て
し
ま
い
、
空
に
飛
び
立
つ
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
陽
勝
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
、
浄
観
が
香
炉
を
近

づ
け
る
と
、
彼
は
そ
の
烟
に
乗
っ
て
空
に
昇
っ
て
い
っ
た
。
浄
観
は
、
そ
の

後
も
ず
っ
と
香
炉
に
火
を
焚
き
続

け
、
烟
を
絶
や
す
こ
と
は
な
か
っ

た
。

　

本
図
で
は
、
静
か
に
高
蘭
に
腰

掛
け
て
耳
を
傾
け
る
陽
勝
に
浄
観

が
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
。
画
面

左
上
の
山
間
か
ら
満
月
が
輝
い

て
、
こ
の
情
景
を
明
る
く
照
ら
し
出
し
て
い
る
。

⑬
　
諸
神
来
臨
聴
経
之
図
様
［
挿
図
20
］

　
『
本
朝
法
華
伝
』
に
拠
る
。
道
命
は
、『
法
華
経
』
を
読
経
す
る
名
人
で
あ

っ
た
。
法
輪
寺
に
籠
っ
て
、
礼
堂
で
『
法
華
経
』
を
誦
し
て
い
る
と
、
金
峰

山
の
蔵
王
、
熊
野
権
現
、
住
吉
大
明
神
、
松
尾
の
大
明
神
な
ど
と
い
っ
た
神
々

が
、
素
晴
ら
し
い
そ
の
読
経
を
聴
聞
し
よ
う
と
来
臨
し
た
場
面
を
絵
画
化
し

て
い
る
。
画
面
中
央
に
礼
堂
に
籠
り
読
経
す
る
道
命
の
様
子
が
黒
い
影
で
表

さ
れ
る
。
こ
の
逸
話
は
、
こ
れ
を
目
撃
し
た
ひ
と
り
の
老
僧
の
目
撃
談
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
神
々
は
堂
の
庭
に
、
身
分
の
あ
る
気
高
く
立

派
な
人
々
が
隙
間
が
な
い
ほ
ど
集
ま
っ
て
い
て
、
皆
合
掌
し
て
堂
に
向
か
っ

て
座
っ
て
い
た
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
図
で
は
雲
の
上
に
立
つ
六
柱
に
な
っ

て
い
る
。
物
語
の
続
き
で
は
、
こ
の
あ
と
に
、
夫
の
霊
に
取
り
つ
か
れ
た
女

が
道
命
の
読
経
を
聞
い
て
難
を
逃
れ
、
長
命
を
保
っ
た
話
が
全
文
引
用
さ
れ

て
い
る
が
、
挿
絵
に
は
全
く
関
連
し
て
い
な
い
。
本
図
は
、
こ
の
逸
話
の
中

で
『
法
華
経
』
の
功
徳
が
最
も
現

れ
る
記
念
碑
的
な
瞬
間
を
切
り
取

っ
て
い
る
。

　

本
図
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の

は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三

月
に
制
作
さ
れ
た
《
仏
頂
尊
勝
陀

羅
尼
神
明
仏
陀
降
臨
曼
茶
羅
図
》

挿
図
19
　
陽
勝
仙
人
来
聴
誦
咒
聲
之
図

挿
図
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諸
神
来
臨
聴
経
之
図
様



願
海
編
著
・
冷
泉
為
恭
画
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
明
験
録
』

九
七

と
の
関
係
で
あ
る
。
そ
の
図
様
は
大
変
異
様
で
、
大
宝
院
を
中
心
に
三
十
三

体
の
神
明
と
仏
陀
の
降
臨
を
描
い
た
神
仏
合
体
の
も
の
で
あ
る
。『
仏
頂
尊
勝

陀
羅
尼
経
』
の
「
三
十
三
天
於
善
法
堂
会
」
と
い
う
言
葉
に
基
づ
い
て
、
願

海
の
発
案
で
為
恭
が
絵
画
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
他
に
例
が
な
い
。
画

面
の
中
央
に
陀
羅
尼
を
円
状
に
記
し
た
宝
塔
を
配
し
、
そ
の
宝
塔
に
む
か
っ

て
、
三
十
三
体
の
神
仏
が
降
臨
す
る
さ
ま
を
描
く
。
右
に
は
日
本
の
神
々
、

左
に
は
仏
菩
薩
が
降
臨
す
る
。
図
像
の
正
確
な
尊
名
を
比
定
す
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
い
が
、
熊
野
権
現
や
住
吉
明
神
と
思
わ
れ
る
人
物
が
描
か
れ
て
い

る
点
が
興
味
深
い
。

⑭
　
悪
鬼
驚
怖
之
図
［
挿
図
21
］

　
『
今
昔
物
語
集
』
に
拠
る
。
大
納
言
左
大
将
の
藤
原
常
行
は
、
二
人
の
供
と

共
に
女
の
も
と
へ
通
う
途
中
、
百
鬼

夜
行
に
遭
遇
す
る
が
、
尊
勝
陀
羅
尼

を
襟
に
縫
い
付
け
て
い
た
お
陰
で
難

を
逃
れ
る
。
本
図
は
、
神
泉
苑
に
差

し
掛
か
っ
た
と
き
に
見
え
た
松
明
を

持
つ
一
行
を
怪
し
ん
だ
常
行
ら
が
、

神
泉
苑
の
北
門
に
隠
れ
た
が
、
鬼
た

ち
に
発
見
さ
れ
た
場
面
で
あ
る
。
画

面
左
に
身
を
屈
め
隠
れ
る
常
行
ら
が

描
か
れ
る
が
、
門
の
手
前
に
い
る
。

文
章
に
は
登
場
し
な
い
童
子
も
身
を
寄
せ
る
。
常
行
の
顔
貌
は
、
い
か
に
も

為
恭
風
で
あ
る
。
画
面
右
上
の
鬼
ら
は
、
常
行
ら
を
指
さ
し
、
発
見
し
た
瞬

間
の
よ
う
で
あ
る
。
鬼
ら
に
関
す
る
描
写
は
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

為
恭
の
鬼
は
地
獄
の
そ
れ
に
似
て
い
る
。
常
行
か
ら
伸
び
る
線
は
尊
勝
陀
羅

尼
の
功
徳
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
浴
び
て
一
匹
の
鬼
が
逃
げ

去
っ
て
い
く
。
異
時
同
図
法
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
無
事
に
帰
宅
し
た
常
行

は
熱
を
出
す
も
救
わ
れ
、
尊
勝
陀
羅
尼
の
霊
験
に
感
心
し
た
。
こ
れ
を
聞
い

た
人
は
皆
、
尊
勝
陀
羅
尼
を
書
い
て
、
御
守
り
と
し
て
身
に
着
け
た
と
語
り

伝
え
る
。
陀
羅
尼
の
功
徳
を
伝
え
る
元
も
有
名
な
逸
話
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

⑮
　
永
観
律
師
置
算
之
図
［
挿
図
22
］

　

鴨
長
明
『
発
心
集
』
に
取
材
す
る
。
念
仏
へ
の
信
仰
が
厚
く
、
地
位
や
名

誉
を
求
め
な
い
永
観
律
師
は
、
東
山
禅
林
寺
に
籠
居
し
つ
つ
、
人
に
物
を
貸

し
て
日
を
送
っ
て
い
た
。
借
り
る
と
き
も
返
す
と
き
も
、
相
手
の
心
に
任
せ

て
い
た
の
で
、
借
り
た
人
は
仏
の
も
の
を
疎
か
に
で
き
な
い
と
感
じ
て
、
些

か
も
約
束
を
破
る
こ
と
は
し
な
か

っ
た
。
あ
ま
り
に
貧
し
い
者
が
返

さ
な
い
と
き
に
は
、
仏
前
に
呼
び

寄
せ
て
、
借
り
た
も
の
の
値
に
応

じ
て
、
念
仏
を
唱
え
さ
せ
て
購
わ

せ
た
。
東
大
寺
の
別
当
と
い
う
地

位
を
得
て
も
、
そ
の
心
が
け
は
変

挿図21　悪鬼驚怖之図

挿
図
22
　
永
観
律
師
置
算
之
図



九
八

わ
ら
ず
、
東
大
寺
の
修
理
が
終
わ
れ
ば
す
ぐ
に
辞
任
し
た
。
深
く
戒
律
を
破

る
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
に
、
長
年
寺
の
こ
と
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
が
、
寺

物
を
ほ
ん
の
少
し
ば
か
り
も
、
自
ら
の
用
立
て
に
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
か

っ
た
。

　

本
図
は
こ
の
続
き
を
絵
画
化
し
て
い
る
。
あ
る
時
、
こ
の
堂
に
や
っ
て
き

た
客
人
が
、
算
木
と
い
う
計
算
用
具
を
置
き
広
げ
た
。
そ
の
理
由
を
問
え
ば
、

長
年
申
し
集
め
て
い
る
念
仏
の
数
を
数
え
て
い
た
。
屋
内
を
俯
瞰
し
、
永
観

と
客
人
の
や
り
取
り
を
描
い
て
い
る
。
両
手
で
算
木
を
並
べ
る
客
人
を
、
訝

し
気
な
表
情
で
永
観
が
見
て
い
る
。

⑯
　
維
範
臨
終
得
利
益
之
所
［
挿
図
23
］

　

三
善
為
康
『
拾
遺
往
生
伝
』
で
あ
る
。
本
書
は
、
大
江
匡
房
『
続
本
朝
往

生
伝
』
の
拾
遺
と
な
っ
て
お
り
、
往
生
者
九
五
名
の
略
伝
を
記
す
。

　

こ
れ
は
、
俗
に
南
院
阿
闍
梨
と
呼
ば
れ
た
維
範
の
臨
終
に
際
す
る
奇
瑞
の

物
語
で
あ
る
。
西
方
極
楽
浄
土
を
望
ん
で
長
く
高
野
山
の
雲
海
に
過
ご
し
て

い
た
維
範
は
、
享
保
三
年
（
一
〇
九
六
）
病
に
な
っ
た
。
尊
円
上
人
に
尊
勝

護
摩
法
を
修
法
さ
せ
、
自
身
の
臨
終
正
念
に
そ
な
え
た
。
そ
の
日
、
維
範
阿

闍
梨
は
護
摩
壇
に
向
か
っ
て
礼
拝
し
た
。
そ
の
際
に
、
自
身
の
命
が
今
夕
で

尽
き
る
た
め
、
曼
荼
羅
を
見
る
の
は
こ
れ
が
最
期
で
あ
る
と
宣
言
し
た
。
す

ぐ
に
本
房
に
帰
る
と
、
西
を
向
い
て
端
座
し
、
手
に
阿
弥
陀
仏
の
妙
観
察
知

の
印
を
結
び
、
口
に
阿
弥
陀
仏
の
法
号
を
唱
え
、
用
意
し
て
い
た
五
色
の
糸

を
阿
弥
陀
仏
の
御
手
に
つ
な
い
で
、
自
分
の
印
と
接
す
る
よ
う
に
し
た
。
そ

し
て
、
よ
う
や
く
子
の
刻
に
及
ん
で
、

眠
る
が
ご
と
く
息
が
絶
え
た
。
遺
体

を
廟
室
し
葬
っ
た
が
何
日
し
て
も
容

貌
も
印
も
乱
れ
て
お
ら
ず
、
臭
気
も

無
か
っ
た
。
維
範
入
寂
の
時
、
信
明

行
者
、
慶
念
上
人
、
維
昭
上
人
、
定

禅
上
人
な
ど
の
諸
師
は
い
ず
れ
も
奇

瑞
を
見
聞
し
た
と
い
う
。

　

本
図
は
、
自
身
の
往
生
を
覚
悟
し
、
最
期
に
護
摩
壇
へ
と
祈
り
を
さ
さ
げ

る
維
範
が
描
か
れ
て
い
る
。
護
摩
壇
が
大
き
く
画
面
を
占
め
る
。
傍
で
穏
や

か
に
見
守
る
の
は
慈
円
で
あ
ろ
う
。

⑰
　
公
胤
僧
正
延
命
之
明
験
［
挿
図
24
］

　

卍
元
師
蛮
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
拠
る
。
元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
成

立
し
、
一
六
六
四
名
の
日
本
の
僧
侶
の
伝
記
を
所
収
す
る
。
三
論
、
法
相
、

倶
舎
、
成
実
、
華
厳
、
律
、
顕
、

密
、
禅
、
浄
土
に
関
す
る
高
僧
の

伝
記
の
ほ
か
に
、
明
神
、
仙
人
、

高
徳
な
人
の
伝
記
も
載
せ
て
い
る

が
、
親
鸞
と
日
蓮
に
つ
い
て
は
触

れ
て
い
な
い
。

　

三
井
寺
で
仏
教
を
学
び
始
め
た

挿
図
23
　
維
範
臨
終
得
利
益
之
所

挿
図
24
　
公
胤
僧
正
延
命
之
明
験



願
海
編
著
・
冷
泉
為
恭
画
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
明
験
録
』

九
九

幼
い
公
胤
は
、
大
変
優
秀
で
あ
る
代
わ
り
に
、
長
く
は
生
き
ら
れ
な
い
と
思

わ
れ
た
。
師
匠
は
こ
れ
を
嘆
い
て
、
尊
勝
陀
羅
尼
を
毎
日
二
一
遍
唱
え
さ
せ

た
と
こ
ろ
、
延
命
の
利
益
が
あ
っ
て
、
の
ち
に
園
城
寺
長
吏
に
補
さ
れ
、
さ

ら
に
僧
正
と
な
っ
た
。
画
面
中
央
に
坐
す
幼
少
の
公
胤
に
師
が
尊
勝
陀
羅
尼

を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
公
胤
の
姿
と
、
為
恭
が
多
数
描
き
遺
し
て
い
る
《
稚

児
普
賢
菩
薩
像
》
と
の
類
型
表
現
と
相
違
に
つ
い
て
は
以
前
拙
稿
で
指
摘
し

た（
（
（

。
⑱
　
陀
羅
尼
力
解
脱
披
毛
戴
角
之
図
［
挿
図
25
］

　
『
沙
石
集
』
に
拠
る
。
近
江
の
国
に
住
み
、
三
河
の
あ
る
山
寺
に
通
っ
て
い

た
僧
が
い
た
。
こ
の
僧
は
修
行
を
せ
ず
に
信
者
か
ら
の
布
施
を
受
け
て
い
た
。

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
僧
が
師
僧
の
下
に
行
っ
て
坊
に
入
ろ
う
と
し

た
が
、
下
女
が
棹
で
打
と
う
と
し
て
く
る
。「
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ

と
か
」
と
言
お
う
と
し
て
も
声
が
出
な
い
。
も
う
一
回
師
僧
の
も
と
に
行
こ

う
と
思
い
立
っ
た
が
、
今
度
は
あ
の
下
女
が
「
こ
の
牛
が
。
用
事
が
あ
る
か

ら
ま
た
来
る
の
だ
な
」
と
言
っ
て

馬
屋
に
入
れ
て
繋
い
で
し
ま
っ
た
。

僧
が
自
分
の
姿
を
見
て
み
る
と
牛

に
な
っ
て
い
た
。
僧
は
信
施
を
貪

っ
た
罪
を
消
す
た
め
に
尊
勝
陀
羅

尼
経
を
唱
え
よ
う
と
し
た
が
覚
え

て
い
な
い
。
せ
め
て
「
尊
勝
陀
羅

尼
」
と
い
う
名
前
だ
け
で
も
唱
え
よ
う
と
思
っ
て
も
、
き
ち
ん
と
言
え
な
い
。

三
日
三
晩
言
い
続
け
、
や
っ
と
唱
え
ら
れ
た
途
端
に
人
間
に
戻
る
こ
と
が
出

来
た
。

　

本
図
は
、
牛
に
代
え
ら
れ
た
僧
が
、
陀
羅
尼
を
唱
え
よ
う
と
す
る
場
面
で

あ
る
。
画
面
右
の
粗
末
な
馬
小
屋
の
中
に
紐
で
繋
が
れ
て
い
る
。
手
前
に
背

の
高
い
木
を
配
し
て
モ
チ
ー
フ
を
重
ね
、
奥
行
き
を
表
現
す
る
の
は
、
為
恭

の
常
套
で
あ
る
。
奥
に
は
師
僧
が
い
る
だ
ろ
う
房
が
見
え
る
。
口
か
ら
煙
の

よ
う
な
も
の
が
上
る
の
は
、
た
だ
「
そ
、
そ
」
と
し
か
声
が
出
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
首
元
は
袈
裟
の
形
が
残
っ
て
い
る
。
顔
は
人
間
、

身
体
は
牛
に
な
っ
て
い
る
。
情
け
な
く
遣
る
瀬
無
い
感
情
の
は
ず
だ
が
、
表

情
は
ど
こ
か
剽
軽
で
あ
る
。

⑲
　�『
臥
雲
日
件
録
』
の�

写
し
か
［
挿
図
26
］

　

出
典
を
瑞
渓
周
鳳
『
臥
雲
夢
語

集
』
と
し
て
い
る
が
、『
臥
雲
日

件
録
』
の
誤
り
か
。
著
者
は
、
室

町
時
代
中
期
の
臨
済
宗
夢
窓
派
の

僧
で
あ
る
。
八
代
将
軍
義
政
に
重

用
さ
れ
、
文
筆
の
才
に
よ
り
室
町

幕
府
の
外
交
文
書
の
作
成
に
あ
た

っ
た
。『
臥
雲
日
件
録
』
は
彼
の

挿
図
25
　
陀
羅
尼
力
解
脱
披
毛
戴
角
之
図

挿図26　『臥雲夢語集』文明二年（1470）
庚寅の写しか



一
〇
〇

日
記
で
あ
る
。

　

本
図
は
、『
臥
雲
日
件
録
』
か
ら
引
用
し
た
文
章
の
あ
と
に
突
如
現
れ
る
。

「
駐
畧
」
や
「
巻
尾
」
の
文
字
が
見
え
る
の
で
、
所
々
を
抜
粋
し
た
も
の
か
。

虫
食
い
あ
る
い
は
破
れ
を
再
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
籍
の
図
と
奥

付
を
剥
落
写
し
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
阿
弥
陀
の
印
が
記
さ
れ
て
い
る
点

に
、《
山
越
阿
弥
陀
図
》（
大
倉
集
古
館
蔵
）
の
逆
手
の
転
法
輪
印
が
想
起
さ

れ
る
が
、
こ
れ
と
は
一
致
し
な
い
。
こ
れ
が
中
巻
の
末
尾
で
あ
る
。

⑳
　
神
風
吹
起
蒙
古
賊
船
一
時
沈
没
之
図（
高
山
寺
蔵
版
の
み
）［
挿
図
27
］

　

周
知
の
よ
う
に
、
元
寇
と
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
、
当
時
中
国
大
陸
を
支

配
し
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
お
よ
び
そ
の
属
国
で
あ
る
高
麗
王
国
に
よ
っ
て

文
永
一
一
年
（
一
二
七
四
）
と
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
の
二
度
に
わ
た
り

行
わ
れ
た
対
日
本
侵
攻
の
呼
称
で

あ
る
。
蒙
古
襲
来
と
も
云
う
。
一

度
目
を
文
永
の
役
、
二
度
目
を
弘

安
の
役
と
称
す
る
。

　

本
図
は
、
霞
に
よ
っ
て
二
頁
を

上
下
に
分
け
て
い
る
。
夷
狄
の
退

散
を
願
う
祈
祷
を
下
に
、
そ
れ
に

よ
っ
て
転
覆
す
る
船
を
上
に
描
く
。

祈
祷
に
は
多
く
の
僧
が
参
画
し
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
神
風
が
起

こ
さ
れ
、
木
は
撓
み
、
波
は
荒
れ
狂
う
。
船
は
大
破
し
、
鎧
を
着
た
蒙
古
人

が
海
へ
投
げ
出
さ
れ
る
。
荒
々
し
い
主
題
に
反
し
て
、
宮
中
の
屋
根
に
我
関

せ
ず
と
小
鳥
が
止
ま
っ
て
い
る
の
は
、
長
閑
な
よ
う
で
現
実
的
で
も
あ
る
。

　

こ
の
挿
絵
は
高
山
寺
版
に
し
か
存
在
し
な
い
が
、
丁
目
が
一
致
し
て
い
る

の
で
、
再
版
時
に
付
け
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
比
叡
山
常
楽
院
蔵
版
が

落
丁
し
て
い
る
よ
う
だ
。

㉑
　
奥
州
燕
澤
碑
文
之
釈
［
挿
図
28
］

　

元
寇
の
話
題
が
続
く
。
燕
沢
碑
は
、
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
燕
沢
の
善

応
寺
境
内
に
立
ち
、
現
存
し
て
い
る
。
仙
台
市
内
に
散
見
さ
れ
る
蒙
古
碑
と

呼
ば
れ
る
古
碑
の
ひ
と
つ
で
、
元
か
ら
の
帰
化
僧
で
あ
る
無
学
祖
元
が
鎌
倉

時
代
後
期
の
文
永
・
弘
安
両
度
の
元
寇
に
お
け
る
元
軍
戦
歿
者
の
追
善
の
た

め
に
建
て
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

表
面
の
碑
額
の
円
内
に
大
吉
祥
大
明
菩
薩
の
種
字
が
刻
さ
れ
、
そ
の
下
の
枠

内
の
二
八
文
字
の
碑
文
が
あ
る
。

末
行
に
は
「
弘
安
第
五
天
玄
黓
敦

牂
仲
秋
二
十
日
彼
岸
終
」
の
年
紀

が
あ
る
。「
コ
ノ
碑
ノ
文
、
古
来
読

ガ
タ
シ
ト
セ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

解
釈
に
は
諸
説
あ
り
、
願
海
も
そ

れ
に
取
り
組
ん
だ
よ
う
だ
。

挿図27　神風吹起蒙古賊船一時沈没之図

挿
図
28
　
奥
州
燕
澤
碑
文
之
釈



願
海
編
著
・
冷
泉
為
恭
画
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
明
験
録
』

一
〇
一

㉒
　
獨
足
之
鬼
［
挿
図
29
］

　
『
仏
神
感
応
録
』
に
拠
る
。
あ
る
僧
が
壮
年
の
頃
に
、
各
地
の
師
の
も
と
を

訪
れ
て
修
行
す
る
遍
参
を
し
よ
う
と
東
国
常
陸
へ
赴
い
た
。
同
寮
の
僧
に
、

よ
く
坐
禅
を
し
て
志
が
深
い
人
が
い
た
。
雲
樹
深
山
で
、
昼
で
も
魔
所
で
あ

る
と
い
う
の
に
、
夜
な
夜
な
山
中
の
故
宮
に
拝
殿
し
て
坐
禅
を
し
て
い
る
。

影
響
さ
れ
て
、
そ
の
僧
と
共
に
修
行
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
勤
勉
な
僧
は
堂

の
ほ
と
り
に
あ
る
岩
の
上
で
坐
禅
を
は
じ
め
た
の
で
、
自
身
は
堂
の
中
に
あ

る
賽
銭
箱
に
凭
れ
て
坐
禅
を
し
た
。
本
図
は
、
夜
が
深
く
な
る
と
、
山
中
か

ら
背
の
高
い
一
本
足
の
鬼
が
現
れ
、
賽
銭
箱
ご
と
坐
禅
す
る
僧
を
絞
め
つ
け

て
い
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
図
だ
け
は
欄
眉
を
廃
し
て
、
欄
外
ま
で

い
っ
ぱ
い
に
迫
力
あ
る
情
景
を
描
く
。
前
景
と
堂
の
後
ろ
に
木
々
を
配
し
て

深
山
を
表
現
し
て
い
る
。
画
面
左

中
央
寄
り
に
、
鬼
の
太
く
凹
凸
あ

る
両
腕
で
締
め
付
け
ら
れ
る
様
子

を
描
く
。「
不
図
入
キ
テ
。
後
ヨ
リ

毛
ノ
生
タ
ル
。
ツ
メ
タ
キ
手
ニ
テ

銭
箱
グ
ル
ミ
ニ
抱
キ
固
ヌ
。
其
ク

ル
シ
サ
怖
サ
言
カ
タ
ナ
シ
。」
と
い

う
文
章
を
忠
実
に
再
現
す
る
。
鬼

を
描
く
筆
線
は
太
く
抑
揚
が
あ
り
、

禍
々
し
さ
を
伝
え
る
。
眼
を
大
き

く
見
開
き
、
髪
を
逆
立
て
る
。
堂

の
中
で
行
わ
れ
た
こ
と
だ
が
、
屋
根
よ
り
も
こ
の
出
来
事
を
重
視
す
る
。
堂

の
向
こ
う
の
岩
の
上
で
坐
禅
す
る
信
心
深
い
僧
の
姿
が
静
謐
で
、
対
称
的
で

あ
る
。
前
景
の
僧
よ
り
明
ら
か
に
大
き
く
描
か
れ
る
の
は
、
存
在
の
聖
性
を

意
味
し
て
い
よ
う
。
画
面
左
上
の
雲
は
、
そ
の
あ
と
に
出
て
く
る
黒
雲
を
暗

示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
石
の
上
で
修
行
し
て
い
た
僧
が
、
連

れ
が
居
な
い
こ
と
に
気
づ
き
探
す
と
、
山
中
で
気
を
失
っ
て
い
た
。
寺
に
戻

っ
た
が
、
そ
の
後
発
狂
し
た
。
そ
の
際
に
は
黒
雲
が
や
っ
て
く
る
の
で
、
尊

勝
陀
羅
尼
を
唱
え
た
と
こ
ろ
、
黒
雲
は
来
な
く
な
り
、
僧
は
無
事
に
本
国
へ

帰
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

㉓
　
李
平
幡
印
陀
羅
尼
焚
之
囬

冥
道
之
図
［
挿
図
30
］

　
『
異
聞
総
録
』
に
拠
る
。
李
平
は
、
尊
勝
陀
羅
尼
を
信
仰
し
て
お
り
、
小
さ

な
幡
を
作
っ
て
、
そ
れ
に
書
き
記
し
て
い
た
。
あ
る
夜
の
夢
に
、
冠
を
被
っ

た
人
と
、
髻
を
結
っ
た
人
が
現
れ
て
、
そ
の
幡
を
ほ
し
が
っ
た
。
李
平
は
旗

を
焚
い
て
彼
ら
に
差
し
上
げ
た
。

本
図
は
逸
話
を
忠
実
に
絵
画
化
し

て
い
る
。
木
が
生
え
た
小
高
い
丘

の
上
で
李
平
は
屈
み
こ
ん
で
合
掌

し
な
が
ら
、
小
幡
を
燃
や
し
て
い

る
。
画
面
左
上
の
雲
の
上
に
い
る

冥
土
の
二
人
は
文
章
の
格
好
そ
の

ま
ま
で
あ
る
。

挿図29　獨足之鬼

挿
図
30
　
李
平
幡
印
陀
羅
尼
焚
之
囬

冥
道
之
図



一
〇
二

㉔
　
尊
勝
塔
様
［
挿
図
31
］

㉕
　
種
字
曼
荼
羅
［
挿
図
32
］

㉖
　
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
［
挿
図
33
］

　

こ
の
三
図
は
、
為
恭
以
外
の
人
物
が
描
い
て
い
る
。
源
恭
義
は
、
父
の
永

泰
と
為
恭
の
弟
子
で
あ
る
。
文
面
に
拠
れ
ば
、
㉔
尊
勝
塔
の
中
に
は
尊
勝
陀

羅
尼
を
蔵
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
訖
天
保
第　

月　

日
。
於
仁
和
寺
観
音

院
供
養
訖
」
と
あ
る
の
で
、
時
期
は
わ
か
ら
な
い
。
仁
和
寺
の
禅
河
院
は
、

第
一
五
世
法
守
法
親
王
の
御
室
で
あ
る
。
出
典
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

こ
の
際
に
写
生
し
た
も
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
均
一
な
線
で
描
か
れ

て
い
る
た
め
、
立
体
感
が
な
く
、

ま
る
で
図
形
の
よ
う
で
あ
る
。

　

㉕
種
字
曼
荼
羅
と
㉖
仏
頂
尊
勝

陀
羅
尼
は
、
高
井
田
寺
僧
智
満
が

担
当
し
て
い
る
。
㉕
は
「
紺
紙
金

銀
泥
」
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
か
な
り
細
か
い
図
様
だ
が
、
画
面
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
損
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
画
力
の
高
さ
を
伺
わ
せ
る
。
㉖
は
「
右
印

施
尊
勝
陀
羅
尼
已
及
七
萬
人
今
摸
刻
其
様
于
茲
」
と
説
明
し
、
図
と
銘
文
を

引
用
し
て
い
る
。
銘
文
に
よ
れ
ば
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
春
に
願
海
が
印

施
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
千
日
回
峰
中
に
七
万
人
に
手
渡
し
て
い
た
と
す

る
摺
写
し
た
尊
勝
陀
羅
尼
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
④
で
触
れ
た
弘
法
大
師
の
尊

勝
陀
羅
尼
は
、
東
大
寺
が
外
に
見
せ
る
こ
と
を
惜
し
む
の
で
有
り
難
い
心
が

世
に
伝
わ
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
河
内
国
の
僧
智
満
が
模
写
し
た
一
本
を
園
城

寺
法
明
院
の
敬
彦
が
得
て
、
こ
れ
を
印
刷
し
諸
人
に
施
し
た
。
願
海
は
な
お

広
く
普
及
さ
せ
よ
う
と
発
起
し
、
誰
も
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
㉗
北
野
天
満
宮

に
碑
を
建
て
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
次
第
で
あ
る
。

㉗
　
奉
納
北
野
聖
廟
建
立
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
碑
碣
図
［
挿
図
34
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こ
の
図
像
は
㉖
の
尊
勝
陀
羅
尼
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
。
こ
の
碑

は
元
々
、
北
野
天
満
宮
の
宗
像
社
の
そ
ば
に
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
慶
応
四

年
（
一
八
六
八
）
の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
東
寺
に
移
さ
れ
た
。
土
台
は
贔
屓

と
い
う
中
国
の
伝
説
上
の
生
き
物
で
あ
る
。
贔
屓
と
は
、
竜
が
産
ん
だ
九
匹

の
子
「
竜
生
九
子
」
の
う
ち
の
一
匹
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
甲
羅
の
上
に
建

つ
石
碑
に
は
、
陀
羅
尼
の
布
教
に
尽
力
し
た
僧
を
挙
げ
、
そ
れ
に
願
海
自
身

を
連
ね
て
い
る
。
こ
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
碑
文
に
よ
れ
ば
、『
仏
頂
尊

勝
陀
羅
尼
明
験
録
』
を
出
版
し
て
す
ぐ
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
十
月
で

あ
る
。
要
す
る
に
、
本
書
を
執
筆
し
て
い
る
段
階
で
、
陀
羅
尼
布
教
の
た
め

挿
図
32
　
種
字
曼
荼
羅

挿
図
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仏
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願
海
編
著
・
冷
泉
為
恭
画
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
明
験
録
』

一
〇
三

の
碑
建
立
の
計
画
は
完
成
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
経
緯

に
関
し
て
は
、
時
代
が
下
っ
て

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
描

か
れ
た
《
尊
勝
陀
羅
尼
碑
建
立

写
生
図
巻
》
に
詳
し
い
。
そ
の

書
き
込
み
か
ら
、
建
立
当
時
か

ら
二
年
を
経
て
も
冷
め
や
ら
ぬ

信
者
と
し
て
の
為
恭
の
感
動
が

読
み
取
れ
る
。
為
恭
が
絵
を
、
願
海
の
友
人
で
比
叡
山
の
学
僧
羅
渓
慈
本
が

題
と
伝
記
を
担
当
し
、
願
海
の
生
涯
を
描
い
た
《
忘
形
見
絵
巻
》
に
も
こ
の

業
績
は
勿
論
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

㉘
　
渡
唐
天
神
図
［
挿
図
35
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本
図
は
、
本
文
が
終
わ
っ
た
後
、
奥
付
の
前
に
突
如
と
し
て
現
れ
る
。
菅

原
道
真
が
神
格
化
し
た
天
神
図
は
、
い
く
ら
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る

が
、
こ
の
図
像
は
渡
唐
天
神
図
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、
な
ん
と
も
奇
想
天

外
な
伝
説
で
、
東
福
寺
を
開
い
た
円
爾
の
助
言
に
よ
っ
て
天
神
が
中
国
に
渡

り
、
円
爾
が
師
事
し
た
怪
山
万
寿
寺
の
無
準
師
範
に
参
禅
す
る
。
そ
し
て
嗣

法
の
証
と
し
て
袈
裟
を
授
か
る
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。
一
四
世
紀
半
ば
頃
、

九
州
に
い
た
聖
一
派
の
禅
僧
た
ち
が
無
準
の
伝
記
に
登
場
す
る
中
国
の
神
を

天
神
に
習
合
解
釈
し
た
の
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
る（

（
（

。

　

図
像
の
特
徴
と
し
て
は
、
渡
唐
を
暗
示
す
る
中
国
の
仙
冠
や
頭
巾
、
道
服

な
ど
を
身
に
付
け
て
立
ち
、
腰
の
上
あ
た
り
で
組
ん
だ
腕
の
間
か
ら
持
物
の

梅
枝
を
の
ぞ
か
せ
る
。
肩
か
ら
か
け
た
鞄
に
は
、
授
か
っ
た
袈
裟
が
入
っ
て

い
る
。
ま
た
、
⑲
出
典
の
『
臥
雲
日
件
録
』
の
筆
者
で
あ
る
瑞
渓
周
鳳
に
対

し
て
、
愚
極
が
渡
唐
伝
説
を
語
っ
て
い
る
。
そ
の
伝
説
は
、
薩
摩
福
昌
寺
の

岩
間
か
ら
発
見
さ
れ
た
天
神
像
の
賛
文
中
に
記
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
円
爾
の
前
に
再
び
現
れ
た
天
神
が
肩
に
か
け
た
布
嚢
を
指

さ
し
、「
吾
已
受
衣
、
在
是
中
矣
」
と
告
げ
る
く
だ
り
が
あ
る（

（1
（

。
こ
の
物
語
は

⑲
の
箇
所
に
文
章
化
さ
れ
て
い
る
。

　

為
恭
は
い
つ
く
か
天
神
図
を
描
い
て
い
る
。
為
恭
の
出
自
で
あ
る
京
狩
野

第
二
代
山
雪
（
一
五
九
〇

－

一
六
五
一
）
や
三
代
永
納
（
一
六
三
一－

一
六
九

七
）
が
天
神
図
を
遺
し
て
お
り
、
為
恭
作
品
の
中
に
狩
野
派
の
影
響
を
認
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
以
前
論
じ
た
が（

（1
（

、
本
図
を
見
る
と
願
海
も
天
神
信

仰
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
永
納
は
北
野

天
満
宮
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
為
恭
と
願

挿
図
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一
〇
四

海
と
の
出
会
い
が
、
京
狩
野
と
天
神
信
仰
の
関
係
に
拠
っ
た
可
能
性
も
検
討

の
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
明
験
録
』
の
為
恭
の
挿
絵
を
考
察
す
れ
ば
、
為
恭
が
遺

し
た
多
く
の
仏
画
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
感
じ
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
本
書
が

発
刊
さ
れ
た
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
か
ら
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
頃
ま

で
、
す
な
わ
ち
筆
者
が
第
Ⅱ
期
と
分
類
し
た
時
期
に
制
作
さ
れ
た
願
海
た
め

の
多
数
の
仏
画
は
、
本
書
の
派
生
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥

当
だ
ろ
う
。
願
海
の
思
想
へ
と
深
く
接
触
し
、
そ
れ
を
視
覚
化
し
た
為
恭
の

こ
の
経
験
は
、
そ
の
後
の
為
恭
の
制
作
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

願
海
の
千
日
回
峯
完
遂
に
纏
わ
る
一
連
の
作
品
群
は
、
本
書
を
皮
切
り
と
し

て
始
ま
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
本
書
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
た
と
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
に
登
場
す
る
高
山
寺
慧
友
、
宗
淵
、
羅
渓
慈
本
、

智
満
、
三
条
実
萬
ら
は
、
そ
の
後
為
恭
の
生
涯
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
人

物
ば
か
り
で
あ
る
。
本
書
の
制
作
が
、
為
恭
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
人
物
が

多
く
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
書
か
ら
、
仏
画
だ
け
で
は
な
く
為
恭
の
活

動
全
体
を
見
直
せ
ば
、
新
た
な
る
知
見
を
得
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）	

願
海
と
為
恭
の
間
に
深
い
友
情
を
読
み
取
ろ
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す
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、
逸
木
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照
『
冷

泉
為
恭
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生
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』
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真
実
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読
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、
拙
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「
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仏
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。
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）。

（
10
）	

瑞
渓
『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
文
安
三
年
四
月
十
五
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録
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拙
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「
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School of East A
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東
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文
化
研
究
科
院
生
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』
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、
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〇
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年
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え
、
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。
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本
資
料
の
所
蔵
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で
あ
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大
学
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書
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に
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御
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申
し
上
げ
ま
す
。
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Gankai and Reizei-Tamechika  
“Buccho-Sonshodarani-Meigenroku”

HINAMI Ayano

	 This paper introduces the “Buccho-Sonshodarani-Meigenroku,” which was 
written by Gankai （1823－1873） and illustrated by Reizei-Tamechika （1823－
1864）. This book aimed at a propagation of vikiraṇoṣṇīṣa by telling the Darani 
stories of the past and present facts. Tamechika tried to restore the Yamato-e 
（traditional Japanese-style painting） in the late Edo period. This was published 
in 1854; that is, it is a work of the period when Tamechika met Gankai, and it 
should be considered at the forefront of a project memorializing Gankai’s 
completion of “The 1 000 Day Circumambulation” which is Penance of Tendai 
sect.

キーワード：冷泉為恭（REIZEI-Tamechika）、願海（GANKAI）、尊勝陀羅尼
（vikiraṇoṣṇīṣa）、仏頂尊勝陀羅尼明験録（Buccho-Sonshodarani-
Meigenroku）、復古大和絵（Hukkoyamatoe）




